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一回目のゲスト、市議会副議長の梅木忍さんと楽しく前向きなお話をしま

した。

　今年の４月に

スタートした

「あなたの応援

隊 マイムマイ

ム♡です ｣。マ

イムマイムは漢

字で｢舞夢私夢｣と書いて、｢あなたが夢を実現することが私の

夢でもあります｣をコンセプトにしています。地元の志を持った

人をゲストに、リスナーの皆さんにどんな応援をしてほしいか、

どんな応援ができるかを率直に語っていただき、相互の応援体

制(良い関わり合い)を築いていけるような番組にしたいです。

　最近は志を持った若い人の紹介が増え、ゲスト同士の応援

体制もできつつあります。この番組を聞いて｢生き方のヒント

になる｣とのご意見もいただくようになり、とてもうれしく思

います。昨年１年かけて学んだマインド(心の持ち方)の大切

さを念頭に、これからも地元を応援していきます。

　ゲストからのクイズ出題もあります。詳細とプレゼ

ントの当選者は番組のホームページでご覧ください。

「あなたの応援隊 マイムマイ

ム♡です｣(第１･第３金曜９

時～10時、再放送は第１･第３

土曜19時～20時)を担当。

千田 博子さん

　コロナ禍で出歩けない時、子どもと遊ぶ場所や方法に

限界を感じ、近場での過ごし方を考えるようになりまし

た。今回は世のお母さんたちの疲れを取りつつ家族で楽

しめる近場の３カ所をご紹介します。詳しい体験レポー

トは｢きたかみリズム｣でご一読ください！

①我が家のわんぱく３兄弟も大喜び｢0
サンカフェ

3cafe｣

　おしゃれなコンテナが目印。パン屋で働いた経験を生

かしたカフェです。キャンプ場も併設されています。

②バギーに乗って黄色まみれ｢水神キャンバス｣

　今年４月に開園し、現在もコテージや産直の整備が進

む大規模自然観光施設。貸し出しているバギーに乗って

近くのヒマワリ畑の写真を撮って楽しめます。

③心も体もリフレッシュ｢瀬美温泉｣

　従業員さんの接客の良さと、冷え症に効果抜群なヌル

トロ源泉が私のおすすめ。子連れでも快適に過ごせます。

(上/本文①)03cafeがあるキャンプ場にはハイジ気分にな

れるブランコも(中/本文②)バギーは操作を丁寧に教えて

くれるので安心して運転できました(運転は中学生以上)

(下/本文③)大きな鬼剣舞のお面が目印の瀬美温泉

和賀町横川目で３人の子育てをする市民ライター

１年生。北上市を楽しみ尽くせる発信がしたい。

齊藤 比佐代さん
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　みちのく民俗村で七夕まつりが

開催されました。旧暦の七夕の日

である８月４日に先んじて実施さ

れたもので、普段は閉園となる17

時以降も園内を開放。七夕飾り作

りや浴衣の着付けなど、日暮れか

らも夕涼みに訪れる人々で賑わい

ました。髙橋芙
ふ み

海さん(和賀東小

１年)は｢折り紙で飾りを作って楽

しかった｣と、園内に置いた笹に

飾り付けていました。

納涼の夜空に思いはせる

民俗村の七夕まつり

岩崎の七色の魅力集まる

虹色フェスタ2022

思い思いに自然に親しむ

親子ツリークライミング
　第10回虹色フェスタ2022は、い

わさき小学校体育館で開催されま

した。３年ぶりの開催で、虹色の

会による｢百年桜｣の舞や全国中学

校総合文化祭に出場する和賀東中

学校特設鬼剣舞部の演舞披露など

が行われました。また、滋賀県草

津市で行われた全日本小学生男女

ソフトボール大会に出場したいわ

さきレッズの試合が生配信され、

会場は熱気にあふれました。

7/30 7/247/30

写真

　親子ツリークライミング(きた

かみ里山クラブ主催)は、黒岩の

らいじんの森で行われました。初

めて体験する親子５組のほかボー

イスカウトら約30人が参加。イン

ストラクターの指導のもとロープ

を使ったクライミングに挑戦しま

した。

　上まで登ることができると｢見

て見て！｣｢登れたよ！｣と子ども

たちは歓声をあげました。

理想の社会を目指し世界へ

AIG高校生外交官プログラム報告

30年の時を仲間とタイムスリップ

山口小閉校記念タイムカプセル

8/11

8/3

　千葉県船橋市で行われたAIG高校生外交官プログラ

ムに参加した黒沢尻北高２年の小山紗
さ え

慧さんは、本

庁舎を訪れ、成果を報告しました。

　同プログラムは、日米の同世代が議論など交流を

通じて異文化を学び、国際社会での活躍を目指すも

ので、オンラインで５日間開催されました。岩手県

代表として参加した小山さんは｢言葉より心の大切さ

を感じた。差別を受けず、誰もが受け入れてくれる

ような環境を世界に広めたい｣と力を込めました。

　山口小学校閉校記念タイムカプセル開封式は、ふる

さと体験館｢北上｣で行われました。

　タイムカプセルは平成４年３月に117年の校史に幕

を閉じた同校の前庭記念碑の下に、校章と共に埋設し

たもの。開封には当時の在校生ら約60人が参加し、習

字や絵など思い出の品を手に取り、思いをはせまし

た。埋設当時小学３年生だった髙橋寿
ひさえ

江さん(和賀町

山口)は｢担任の先生や友達との思い出がよみがえっ

た｣と30年前を懐かしみました。


